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令和５年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経
費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計

○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で
収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和５年度（前年度比）
一般会計     6,147億円　（218億円増加）
特別会計     3,203億円　（52億円増加）
企業会計     2,541億円　（245億円増加）
合計 １兆1,891億円 （515億円増加）

●令和５年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和４年度当初予算の金額

歳入総額
6,147億円
〔5,929〕

市税 
2,266

〔2,192〕諸収入
364〔376〕
繰入金
448〔430〕

市債 
631
〔606〕

国庫支出金 
1,206
〔1,150〕

地方交付税
224〔212〕

地方消費税交付金
284〔265〕

その他
243

〔248〕
県支出金
326〔295〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和４年度当初予算の金額

土木費
604
〔565〕

公債費
587
〔582〕

歳出総額
6,147億円
 〔5,929〕

健康福祉費
2,456
〔2,352〕

経済費 
299〔321〕
総務費 
451〔411〕

諸支出金 
81〔77〕

教育費
1,049

〔1,033〕

消防費 
151〔146〕

市民費 
253〔239〕

環境費 
179〔174〕

その他 
37〔29〕

（単位：億円）

令和元 ４３２ ５

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,764 5,929

1,218 1,219

1,259 1,326 

612 580
604 666
785 957
417 

378 
578 574

291
229

　一般会計では、新型コロナウイルス感染症対策費や、
市営住宅建設費の増加などにより、前年度比218億円増
の6,147億円と、当初予算では過去最大の規模となりま
した。
　また、特別会計は公債管理特別会計における公債費の
増加などにより52億円増加、企業会計はガス事業にお
ける原料費の増加などにより245億円増加し、一般会
計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予算総額は
１兆1,891億円と、震災以降引き続き１兆円を超える規
模となりました。

　本年度予算においては、歳入歳出両面から財政運営の
持続性確保に努めるとともに、コロナ後も見据えた本市
の未来のまちづくりに踏み出すため、施政方針に掲げた
施策の３つの柱である「ひとが輝く、デジタル化を推進
する」・「ひとの暮らしを支え、未来の担い手を育む」・
「すべてのひとが活躍できるまちの魅力を創造し、発信
する」に重点的な予算配分を行いました。
　また、長引くコロナ禍

か

や物価高騰への対応が引き続き
必要であることに加え、社会保障関係費や公共施設の長
寿命化対策費等の増加が見込まれることから、中長期的
な視点で、持続可能な財政基盤の確立に向け取り組みを
進めていきます。

「未来を開く、一人ひとりの挑戦と活躍を支
えるまち」の実現に向けた重点的な予算配分

1,168

1,339

584

766

378

6,147

611
240

1,061

使用料および手数料
155〔155〕

　市税収入は、土地に係る軽減措置の終了等による固定
資産税の増加などにより、74億円増加しました。また、
国庫支出金は、社会資本整備総合交付金の増加などによ
り、56億円増加しました。

市税収入や国庫支出金が増加歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　新型コロナウイルス感染症対策費など
が増加した健康福祉費が2,456億円（40.0％）となり、
最も大きな割合を占めました。次いで学校建設費などが
増加した教育費が1,049億円（17.1％）、土木費が604
億円（9.8％）、公債費が587億円（9.5％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障関係費等の扶助費、
借入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、扶
助費と公債費は増加しているものの、定年延長となった
職員の退職手当が後年度に支給されることなどから人件
費が減少し、前年度に比べて34億円の減少となりました。
また、投資的経費は、鶴ケ谷第二市営住宅団地の再整備
に係る経費の増加などにより、前年度に比べて100億円
の増加となりました。

歳 出 義務的経費は減少、投資的経費は増加
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●【性質別】歳出額（一般会計）の推移
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紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください


